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対　談 学術論文 調査報告 早期離床Q&A世界の最先端を学ぼう

安全に離床をすすめるために、離床基準は不
可欠である。今回施設における離床基準の有無
について調査したので報告する。

調査期間：2015年4月11日～ 4月19日
調査方法：質問紙法（配布）
●設問

皆さんの施設（病棟）離床基準はありますか？
●回答選択肢

ある、ない、わからない　いずれかにチェッ
クをする。

•	アンケート回収総数　796

本調査より、約８割の施設（病棟）では離床
の基準がないあるいは運用されているかわから
ないという結果であった。

離床基準は様々な研究や疾患ごとに提案され
ている 1-3)。その効果はいくつか挙げられるが、
基準があることで、ベテランでも若手スタッフ
でも、同じ視点で離床を行うことができる。

例えば、経験のあるスタッフが担当のときは
離床するけど、そうでないスタッフのときは離
床できない、ということが避けられる。経験や
勘だけに頼ったリスク管理から脱却することが
可能である。また、診る項目が明確になること
で、離床のオーダーをする医師との連携や、急
変時の対応もスムーズになると考えられる。

離床基準と併せて、プログラムを運用するこ
とで、安全かつ効果的に早期離床をすすめるこ
とが期待される 4-5)。

もちろん、全ての症例に当てはまるとは限ら
ず、個々に併せた離床のすすめかたという視点
も重要であるが、それだけでは冒頭で述べたよ
うに、医療者側の要因により離床が遅延する可
能性がある。デコンディショニング予防の観点
からも、離床基準を導入・運用することは重要
だと考える。

離床基準の有無に関する調査
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